
●農薬の使用基準  

用途 毒性 農薬名 10ａ当り使用量・使用濃度
（散布水量100ｌ当り使用薬剤量）

使用時期 使用方法
使用回数
（以内）

成分数

殺虫剤 普 パディート箱粒剤 中苗50ｇ/箱、成苗30ｇ/箱 は種時覆土前～移植当日 所定の量を育苗箱の上から均一に散布 1 1 シアントラニリプロール

殺虫剤 普 ヨーバルキングフロアブル 400倍液を1箱当り300～500mLかん注 移植3日前～移植当日 育苗箱当り希釈液0.5ℓを苗の上から散布 1 1 テトラニリプロール

除草剤 普 レオゼータ剤 500ｍｌ/10a
移植時～ノビエ3.5葉期まで
ただし、移植後30日まで

湛水散布 1 3 フェンキノトリオン･プロピリスルフロン･プロモブチド

殺虫剤・殺菌剤 普 ワイドパンチ豆粒 250ｇ/10a
出穂期
収穫前35日前

湛水散布（７日止水）出穂期 1 2 エチプロール・メトミノストロビン ヘリ散布・散布機使用・手散布

●減化学肥料栽培の施肥（要素量の５０％を有機にて代替）

目安4.5㎏

全層施肥 窒素 燐酸 加里

有機主体 4.3% 3.0% 2.9%

後出来するほ場 90 3.9 2.7 2.6 窒素 燐酸 加里 有機割合
（窒素）

秋落ちするほ場 105 4.5 3.2 3.0

窒素 燐酸 加里

7.0% 5.0%

後出来するほ場 55 3.9 2.8 0.0

秋落ちするほ場 64 4.5 3.2 0.0

※施肥量が多いといもち病発生や倒伏のおそれ有り

最大4.5㎏

側条施肥 窒素 燐酸 加里

化学肥料主体 18% 18% 4%

25 4.5 4.5 1.0

使用農薬

殺虫剤(箱施用） 殺虫剤(灌注処理） 除草剤 殺虫・殺菌剤

銘柄 銘柄 銘柄

パディート ヨーバルキンブ レオゼータ剤

箱粒剤 フロアブル フロアブル・粒剤・ジャンボ・FG

3 2

1.0 46.1

秋落ち 9.0 7.7 1.0 50.0
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後出来 8.4 7.3

農薬成分カウント 1

薬剤名

銘柄 銘柄

ワイドパンチ豆粒
側条用
８８４

フジミ発酵鶏糞
ペレット３号A

銘柄

マイフィッシュ

区分 側条肥料

最大9.0㎏

4.5㎏までが
化成肥料

側条施肥　くみあい複合塩化
燐安８８４

10a当た
り施用量

全層施肥　マイフィッシュ

区分 10a当た
り施用量

全層施肥　フジミ発酵鶏糞ペレット３号A

区分 10a当た
り施用量
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有効成分名

トータル

全層肥料

備考

ドロオイムシに対して高い防除効果があります。

ドロオイムシに対して高い防除効果があります。

フロアブル・粒剤・ジャンボ・FG

後出来 8.4

9.0秋落ち
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区分

50.14.0
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